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町
が
好
き
、人
が
好
き
、み
ん
な
で
つ
く
る
町
が
一
番
好
き
 

あ
り
が
と
う
！
保
育
所
・
児
童
館
・
幼
稚
園
―
2
 

平
成
17
年
度
予
算
公
表
―
4
 

合
併
50
周
年
記
念

―
8  

街
か
ど
探
検
隊
・
カ
レ
ン
ダ
ー

―
１０  

こ
ん
に
ち
は
・
み
ん
な
の
広
場

―
１２ 

生
涯
学
習
コ
ー
ナ
ー
、
ほ
か

―
１４ 

国
保
だ
よ
り
、
ほ
か

―
１５  

小
さ
な
美
術
館
、
ほ
か

―
１６ 



新田保育所 
昭和２７年開所　閉所時児童数１３人 

中谷児童館 
昭和４４年開館　閉所時児童数９人 

母畑保育所 

昭和３３年開所　閉所時児童数８人 

谷沢保育所 
昭和４３年開所　閉所時児童数２１人 

と うあ り が と う ！と う ！と う ！
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特　　集 FEATURE ARTICLES

　

平
成　

年
３
月　

日
、
保
育
所
再
編
に
よ
り
石

１７

３１

川
町
か
ら
９
つ
の
保
育
所
・
児
童
館
・
幼
稚
園
が

姿
を
消
し
ま
す
。
昭
和　

年
４
月
、
現
在
の
町
営

５４

に
な
る
以
前
か
ら
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
農
繁
期
開

設
の
季
節
保
育
や
父
兄
が
交
代
で
保
育
す
る
な
ど

地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
と
り
、
多
く

の
子
供
た
ち
を
見
守
り
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
お
つ
か
れ

さ
ま
で
し
た
。

んで��まなんだ�
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山形保育所 
昭和４７年開所　閉所時児童数９人 

板南保育所 
昭和３８年開所　閉所時児童数２３人 

野木沢幼稚園 
昭和５５年開園　閉園時園児数３０人 

外槙保育所 
昭和３０年開所　閉所時児童数１３人 

中田保育所 
昭和３９年開所　閉所時児童数１１人 

あ り があ り が と う ！あ り があ り が
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みんな�あそん
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平成17年度 

特　　集 FEATURE ARTICLES

　

平
成　

年
度
の
石
川
町
の
歳
入
・
歳
出
予
算
が
、

１７

３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
が
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

く
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
当
初
予
算
は
、
第
４
次
総

１７

合
計
画
「
キ
ラ
ラ　

プ
ラ
ン
」
を
踏
ま
え
、

２１

「
人
・
自
然
が
融
け
合
う　

あ
ぶ
く
ま
高

原
都
市　

い
し
か
わ
」
の
実
現
に
向
け
、

５
本
の
柱
を
基
本
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

全
体
と
し
て
財
政
規
模
を
縮
小
す
る
中

に
あ
っ
て
、
町
民
に
と
っ
て
真
に
必
要
な

事
業
の
実
施
や
、
町
民
参
画
の
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

59 790億 万円 59 790
みんなの暮らしに生かします  

億 万円 
特別会計を合わせると108億2,911万円 

第
４
次
総
合
計
画 

　
　
〝
キ
ラ
ラ
２１
プ
ラ
ン
〞 

人
・
自
然
が
融
け
合
う 

あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市 

い
し
か
わ
を 

め
ざ
し
て 

投資的経費 
7.5%

歳　入 

　町の借金のことです。
大きな事業を行うために
国や金融機関から借りる
お金です。 

町債とは？ 
　町民の皆さんから納め
ていただく住民税や法人
税などです。 

町税とは？ 

　所得税など国が徴収し
た税金の中から町の財政
状況に応じて交付される
お金です。 

地方交付税とは？ 

各種基金などから一般会
計へ繰り入れるお金で
す。 

繰入金とは？ 

依存財源 
60.6%

自主財源 
39.4%

町税 
15億1,163万円 
　　　25.6%

分担金及び負担金 
2億3,369万円 
4.0%

繰入金 
3億9,951万円 
6.8%

国県支出金 
5億605万円 
8.5%

町債 
3億3,500万円 
5.7%

諸収入外 
1億7,442万円 
3.0%

地方譲与税、 
交付金等 
5億3,062万円 
8.9%

地方交付税 
22億1,700万円 
37.5%
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歳　

入

　

個
人
町
民
税
に
つ
い
て
は
、
税
制
改
正

等
を
反
映
し
増
加
が
見
込
ま
れ
、
加
え
て

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
も
新
築
家
屋
や
償

却
資
産
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
軽
自
動
車
税
や
た
ば
こ
税
も
増
加
の

見
込
み
と
な
り
、
町
税
全
体
で
は
前
年
度

比
２
・
９
％
増
の　

億
１
、
１
６
３
万
円

１５

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
算
定
方
法
の
改

定
等
に
よ
り　

億
１
、
７
０
０
万
円
と
、

２１

前
年
度
比　

・
１
％
増
を
見
込
ん
で
い
ま

１１

す
が
臨
時
財
政
対
策
債
は
前
年
度
比　

・
２９

４
％
減
の
２
億
５
、
９
０
０
万
円
と
な
る

見
込
み
で
、
一
般
財
源
の
確
保
に
お
い
て

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
不

足
財
源
に
つ
い
て
は
前
年
同
様
役
場
庁
舎

等
建
設
基
金
か
ら
の
繰
入
で
措
置
す
る
も

の
で
す
。

教
育
・
文
化

　

児
童
・
生
徒
の
基
礎
学
力
向
上
に
努
め

る
ほ
か
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
生
涯
学
習
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
特
別

企
画
展
と
し
て
「
鳥
内
遺
跡
出
土
遺
物

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

生
活
環
境

　

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
、
環
境
対
策

等
に
取
り
組
み
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
ほ
か
、
道
路
維
持
や

消
防
施
設
整
備
等
、
町
民
生
活
の
安
全

性
・
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

福　

祉

　

障
害
者
の
就
業
機
会
や
社
会
参
加
な
ど

自
立
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
高

齢
者
の
実
態
に
沿
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
基

盤
の
整
備
、
介
護
予
防
事
業
等
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
に
よ
り
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
活

動
等
、
児
童
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

産　

業

　

農
用
地
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
活
用
し

な
が
ら
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経

営
、
多
様
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

農
作
物
の
生
産
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

石
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
等
、
地
域
資
源
の

活
用
を
促
進
し
ま
す
。

町
民
総
参
加

　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
各

行
政
区
及
び
地
域
づ
く
り
団
体
等
が
実
施

す
る
対
象
事
業
に
対
し
て
助
成
す
る
と
と

も
に
、
町
民
号
事
業
等
の
実
施
に
よ
り
、

町
民
と
行
政
の
交
流
を
深
め
ま
す
。
そ
の

他
、
石
川
町
合
併　

周
年
を
迎
え
る
に
あ

５０

た
り
、
町
民
と
と
も
に
意
義
あ
る
記
念
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は　

億
７

５９

９
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
３
億
１
、

３
９
０
万
円
、
率
に
し
て
５
・
０
％
の
減

少
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
た
総
額
は
、

１
０
８
億
２
、
９
１
１
万
円
と
な
り
、
前

年
度
よ
り
、
３
億
２
、
３
１
２
万
円
、
率

に
し
て
２
・
９
％
減
少
と
な
り
ま
す
。

歳　

出

投資的経費投資的経費 
7.5%7.5%
投資的経費 
7.5%

歳　出 

　石川地方生活環境組合
負担金、広域消防負担
金、各種補助金などで
す。 

補助費等とは？ 
　法令に基づき支出され
る児童手当、医療費扶助
などです。 

扶助費とは？ 

　道路の整備、公共施
設、災害復旧などの建設
事業に要するお金です。 

建設事業費とは？ 
　事業を行うために借り
入れたお金の元利償還金
です。 

公債費とは？ 

人件費 
16億2,687万円 
　　　27.5%

公債費 
9億9,833万円 
16.9%

建設事業費 
4億4,624万円 
7.5%

物件費 
5億6,835万円 
9.6%

補助費等 
12億5,028万円 
21.2%

繰出金 
5億4,298万円 
9.2%

投資、出資金等 
6,762万円 
1.2%

扶助費 
4億723万円 
6.9%

義務的経費 
51.3%

その他 
41.2%
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平成17年度 
主な事業 
平成17年度 
主な事業 

　平成１７年度も厳しい財政状況下での予算編成に
なりましたが、一般会計・特別会計から主な事業
として総額６９億２，７２７万円を５つの柱に配分しま
した。特に「人にやさしく健康で安心して暮らせ
るまち」（福祉）に５２億円が当てられています。

▲合併５０周年記念の鉱物展が開かれます

①明日を担う人づくりのために ７，９９４万円
　外国青年招致事業、小・中学校教育振興費、生涯学習推進事
業、スポーツ育成事業など
②歴史を学びあい個性豊かな社会をつくるために １，０６４万円
　鉱物調査報告書作成経費、文化財普及活動事業、町史編纂事
業など

心豊かに学ぶ力をつなぐまち（教育・文化）
９，０５８万円

▲大規模な防災訓練が行われます

①自然と共生する社会をつくるために ５億４，３３７万円
　エネルギー推進事業、環境監視員設置事業、石川地方生活環
境施設組合負担金など
②快適な都市基盤の整備をめざすために ５億１，７２４万円
　定住促進事業、浄化槽設置整備事業、緊急地方道路整備事業、
簡易水道事業など
③安全で安心な地域社会を目指すために ７５９万円
　防犯施設整備事業、消防施設整備事業

自然と調和し安全で快適なまち（生活環境）
１０億６，８２０万円

▲デイサービス「長生園」

①やさしさと思いやりをもって共に生きるために
１７億６，１３２万円

　児童クラブ運営経費、母子保健事業、国民健康保険事業など
②みんなが安心していきいきと暮らすために ３５億２，２３８万円
　介護保険事業、障害者福祉事業、救急医療事業、老人保険事
業など

人にやさしく健康で安心して暮らせるまち（福祉）
５２億８，３７０万円

52,555円 　ここでは町の予算を皆さんの家計に照らし
合わせ説明します。 
　年間の一人当たりのサービス額＝年間の収
入と考えてください。 

一人当たりのサービス額＝給料 公　債　費 

円 311,008
52,555円 
住宅や車のローンです。 
　町の事業の借金を返す
お金です。 

民　生　費 

63,686円 
医療費です。子どもやお
年寄り、体の不自由な方を
助けるために使われます。 

衛　生　費 

52,844円 
日用雑貨代です。 
　健康維持やゴミ処理に
使われます。 

�

�

�
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▲消費者に求められる農産物の生産

①環境変化に柔軟な産業育成のために ３億７，２０９万円
　園芸作物振興事業、畜産振興事業、森林整備地域支援事業、
　中小企業対策事業
②地域資源を有効に活用するために ５，６４９万円
　石のまちづくり事業、観光宣伝事業

活力に満ちたたくましいまち（産業）
４億２，８５８万円

▲オーストラリアの研修事業

①町民総参加の推進 ３，８１５万円
　美しいまちづくり事業、オーストラリア研修事業
②開かれた行政の推進 ５４５万円
　総合行政ネットワーク事業、住民基本台帳ネットワークシス
テム事業
③効率的な行財政運営の推進 １，６１８万円
　町村合併関係費、道路台帳整備事業

町民とともに歩むまち（町民総参加）
５，９７８万円

52,555円 

総　務　費 

46,706円 
水道光熱費です。 
　役場全体の事務、戸籍、
選挙などに使われます。 

教　育　費 

29,228円 
学費です。 
　学校教育や公民館事業
で使われます。 

農林水産事業費 

21,143円 
食費です。 
　農業や畜産業、林業に
使われます。 

土　木　費 

15,704円 
家の修理代、増築費です。 
　道路や河川、住宅、都
市整備に使われます。 

消防費ほか 

29,142円 
雑費です。 
　消防活動などに使われ
ます。 

�

�

対前年度比予算額会　計　名

２．６％１７億５,９０４万円国 民 健 康 保 険

２．９％１９億６,７５９万円老 人 保 健

△９．６％９億３,４６２万円介 護 保 険

４７．８％８０万円母 畑 財 産 区

△６．２％８０万円中 谷 財 産 区

０％２５万円石川地方町村心身障害児
就 学 指 導 審 議 会

１．９％５１４万円土 地 開 発 事 業

△２．７％２億９３９万円簡 易 水 道 事 業

△１０．７％４,３５７万円宅 地 造 成 事 業

１６年度 予算額 区　　分
２億６，６０７万円２億６,６６０万円営 業 収 益 

収　

入

 

収
益
的
収
支

１３万円１０１万円営 業 外 収 益
２万円２万円特 別 利 益

２億６，６２２万円２億６，７６３万円計
２億１，１２１万円２億１，０７８万円営 業 費 用

 
支　

出

３，１０２万円２，９７４万円営 業 外 費 用
３０万円１０８万円特 別 損 失
１００万円１００万円予 備 費

２億４，３５３万円２億４，２６０万円計
１５５万円１５５万円建 設 負 担 金 

収　

入

 

資
本
的
収
支

１万円１万円工 事 負 担 金
９２５万円６９１万円国 庫 補 助 金
１，０８１万円８４７万円計
６，２６３万円４，２１３万円建 設 改 良 費

 
支　

出

３，１７９万円３，４２１万円企業債償還金
４６万円国庫補助金返還金

１００万円１００万円予 備 費
９，５４２万円７，７８０万円計

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額６，９３４万円は、当年度損益勘定
留保資金４，８６６万円、建設改良積立金１，８７５万円、当年度消費税及び地方消費税
資本的収支調整額、１９３万円で補てんするものとする。

●
水
道
事
業
会
計
予
算

●
特
別
会
計
予
算



いしかわ、５０歳のプロフィール 
　本町は福島県の中通り南部、阿武隈高地の西側

に位置し、総面積は115.71�で阿武隈川流域

の平坦地と阿武隈高地に連なる山間地から形成

され、市街地は町のほぼ中央を流れる今出川に沿

って開けています。 

　現在の人口は、約1万9千人、国道118号線、

JR水郡線が南北に走り、空の玄関福島空港にも

近接、石川地方の政治、経済、文化の中心地とし

て栄えてきました。 

石
川
町
合
併

石
川
町
合
併
50
周
年
記
念
特
集

周
年
記
念
特
集 
石
川
町
合
併

石
川
町
合
併
50
周
年
記
念
特
集

周
年
記
念
特
集 
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四
季
折
々
の
彩
と
、
穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
石
川
町
、
悠
久
の

　

四
季
折
々
の
彩
と
、
穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
石
川
町
、
悠
久
の

歴
史
の
中
で
人
々
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

歴
史
の
中
で
人
々
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

一
〇
六
三
年
、
石
川
有
光
公
が
こ
の
地
に
移
り
住
み
、
石
川
地
方
の

　

一
〇
六
三
年
、
石
川
有
光
公
が
こ
の
地
に
移
り
住
み
、
石
川
地
方
の

開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
幾
度
も
の

開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
幾
度
も
の
変
遷
を
経
て
、
一
九
五

変
遷
を
経
て
、
一
九
五

五
年
三
月
、
石
川
町
・
沢
田
村
・
山
橋
村
・
中
谷
村
・
母
畑
村
・
野
木
沢
村

五
年
三
月
、
石
川
町
・
沢
田
村
・
山
橋
村
・
中
谷
村
・
母
畑
村
・
野
木
沢
村

が
合
併
し
現
在
の
石
川
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

が
合
併
し
現
在
の
石
川
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

人
情
味
あ
ふ
れ
る
人
々
が
、
一
人
ひ
と
り
大
切
な
宝
物
を
育
み
生
活

　

人
情
味
あ
ふ
れ
る
人
々
が
、
一
人
ひ
と
り
大
切
な
宝
物
を
育
み
生
活

す
る
。
こ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
宝
物
が
時
に
は
集
い
、
時
に
は
ぶ
つ
か
り

す
る
。
こ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
宝
物
が
時
に
は
集
い
、
時
に
は
ぶ
つ
か
り

合
い
、
大
き
く
な
っ
た
り
、
形
を
変
え
た
り
し
な
が
ら
輝
き
、
こ
の
地

合
い
、
大
き
く
な
っ
た
り
、
形
を
変
え
た
り
し
な
が
ら
輝
き
、
こ
の
地

を
照
ら
し
ま
す
。

を
照
ら
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
に
永
久
の
暖
か
い
光
を
照
ら
し
て
く
れ
る
宝
物
「
人
」

　

ふ
る
さ
と
に
永
久
の
暖
か
い
光
を
照
ら
し
て
く
れ
る
宝
物
「
人
」　

人
の
ま
ち
石
川
、
共
に
、
そ
し
て
未
来
に
…
。

人
の
ま
ち
石
川
、
共
に
、
そ
し
て
未
来
に
…
。



石
川
町
合
併
50
周
年
記
念
特
集 

石
川
町
合
併
50
周
年
記
念
特
集 
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石
川
町
長西

牧
立
博

　

本
町
は
昭
和　

年
３
月　

日
に
旧
石
川

３０

３１

町
、
旧
沢
田
村
、
旧
山
橋
村
、
旧
中
谷
村
、

旧
母
畑
村
、
旧
野
木
沢
村
の
１
町
５
村
が

合
併
し
て
誕
生
し
、
本
年
３
月　

日
を
も

３１

っ
て　

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

５０

た
。

　

こ
の
間
、
歴
代
町
長
を
は
じ
め
と
し
て

こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
多
く
の
先
人
の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
に

よ
り
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
、

産
業
、
道
路
網
な
ど
様
々
な
生
活
・
産
業

基
盤
が
着
実
に
整
え
ら
れ
、
大
き
な
伸
展

を
み
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
り
衷
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
国
内
外
の
情
勢
は
大
き
く
変
貌

し
つ
つ
あ
り
、
か
つ
て
の
高
度
経
済
成
長

か
ら
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
る
景
気
の

低
迷
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
さ
ら

に
は
地
方
分
権
時
代
へ
と
本
町
に
と
り
ま

し
て
、
最
も
大
き
な
試
練
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
半
世
紀
に

及
ぶ
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
さ
ら
に
発
展
で
き

る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
は
ご
承
知
の
と
お
り
阿
武
隈
の
山

並
み
に
囲
ま
れ
た
自
然
の
豊
か
な
町
で
す
。

こ
の
貴
重
な
自
然
と
の
共
生
を
図
り
な
が

ら
循
環
型
社
会
の
形
成
に
取
り
組
み
、
子

や
孫
の
時
代
に
も
受
け
継
ぎ
、
将
来
像
で

あ
る
「
人
・
自
然
が
融
け
合
う
あ
ぶ
く
ま

高
原
都
市
い
し
か
わ
」
の
実
現
に
向
け
て

最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
は
、
本
年
、
昭
和　

年
３
月　

日

３０

３１

に
１
町
５
か
村
が
合
併
し
て
か
ら　

年
と

５０

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
社
会
、
経
済
情
勢
が
大
き
く

変
貌
す
る
中
に
あ
っ
て
、
町
民
の
皆
様
が

豊
か
で
住
み
よ
い
く
ら
し
が
営
ま
れ
る
よ

う
教
育
施
設
、
生
活
環
境
施
設
、
更
に
は
、

産
業
基
盤
の
整
備
充
実
等
社
会
資
本
の
整

備
を
は
じ
め
保
健
・
福
祉
等
各
般
に
わ
た

る
施
策
が
進
め
ら
れ
、
町
勢
の
着
実
な
進

展
が
図
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
は
、

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
成
果
は
、
ひ
と
え
に
、
国
県

に
よ
る
指
導
は
も
と
よ
り
、
歴
代
の
町
長

を
初
め
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
町
勢

伸
展
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
ご
苦
労
と
熱
意

を
傾
け
ら
れ
た
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
永

年
に
わ
た
る
ご
尽
力
、
ご
協
力
の
賜
で
あ

り
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
し
い
世
紀
を
迎
え
、
時
代
の
転
換
期

と
も
い
え
る
今
、
少
子
･
高
齢
化
の
急
速

な
進
展
、
三
位
一
体
の
改
革
、
さ
ら
に
は

長
引
く
景
気
低
迷
と
、
本
町
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

先
人
の
築
か
れ
た
今
日
ま
で
の
尊
い
歴
史

を
振
り
返
る
と
き
、
現
下
の
厳
し
い
地
方

経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
一
層
の
町
民
福

祉
向
上
の
道
を
切
り
拓
い
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
強
く
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、
町
議

会
と
い
た
し
ま
し
て
、
な
お
一
層
の
町
勢

伸
展
と
町
民
生
活
の
安
定
、
向
上
の
た
め

更
に
精
進
し
、
町
民
の
負
託
に
応
え
る
べ

く
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

今
後
と
も
町
勢
伸
展
の
た
め
、
な
お
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

石
川
町
議
会
議
長

酒
井
利
治

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

石川町の頭文字「イ」と　石川町の頭文字「イ」と
「シ」を組み合わせて図案「シ」を組み合わせて図案
化したもので、飛躍発展と化したもので、飛躍発展と
平和を象徴しています。平和を象徴しています。
（（昭和昭和４１４１年年１１月月１２日１２日制定）制定）

名木高田桜をはじめ、町　名木高田桜をはじめ、町
の川沿いに見事に咲き誇るの川沿いに見事に咲き誇る
桜並木、わが石川のシンボ桜並木、わが石川のシンボ
ル。華麗な町のイメージがル。華麗な町のイメージが
託されています。託されています。

荘厳にそびえる三芦　荘厳にそびえる三芦
城跡の杉は歴史と伝統城跡の杉は歴史と伝統
を誇る石川のシンボル。を誇る石川のシンボル。
大空に伸びる杉に、躍大空に伸びる杉に、躍
進する町の願いが込め進する町の願いが込め
られています。られています。

優しく美しい声を持ちな　優しく美しい声を持ちな
がら風雪にも耐えるたくまがら風雪にも耐えるたくま
しい姿は、情操豊かな町民しい姿は、情操豊かな町民
の心のシンボル。公害のなの心のシンボル。公害のな
い美しい自然環境の町にふい美しい自然環境の町にふ
さわしい鳥です。さわしい鳥です。

合
併　

周
年
記
念
特
集
に
つ
い
て

５０

　

広
報
い
し
か
わ
で
は
、
今
回
よ

り
一
年
間　

回
に
渡
り
合
併　

周

１２

５０

年
記
念
の
特
別
特
集
を
掲
載
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

合合合合合合合合合合合合合合 併併併併併併併併併併併併併併合併５５５５５５５５５５５５５５００００００００００００００周周周周周周周周周周周周周周５０周 年年年年年年年年年年年年年年 をををををををををををををを 迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎 ええええええええええええええ てててててててててててててて年を迎えて
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取
材
し
ま
す
！ 

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を
役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
２
月
８
日
、沢
井
白
鳥
池
の
白
鳥
に
茨
城

県
五
霞
市
に
あ
る
焼
肉
レ
ス
ト
ラ
ン
安
楽
亭

の
関
連
グ
ル
ー
プ
の
㈱
サ
リ
ッ
ク
ス
マ
ー
チ
ャ

ン
　
ダ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
ズ
か
ら
米
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。 

　
こ
れ
は
、鈴
木
崇
義
さ
ん（
坂
路
）が
肉
牛
を

出
荷
し
て
い
る
同
社
へ
見
学
に
訪
れ
た
際
、廃
棄

物
と
し
て
処
分
さ
れ
る
大
量
の
規
格
外
米
を
見
つ

け
、エ
サ
不
足
で
悩
ん
で
い
た
白
鳥
へ
と
運
ん
で
き

ま
し
た
。
　
鈴
木
さ
ん
は
「
安
心
で
お
い
し
い
農
産

物
」
が
求
め
ら
れ
る
昨
今
、石
川
町
か
ら
農
産
物
が

出
荷
さ
れ
、処
分
さ
れ
る
は
ず
の
米
を
白
鳥
の
え

さ
と
し
て
持
ち
帰
る
「
食
の
循
環
」が
出
来
れ
ば
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

食
の
循
環
を 

白
鳥
に
エ
サ
を
運
び
ま
す 

石
川
町
民
号 

川
中
美
幸
特
別
講
演
観
劇
の
旅 

第
２３
回
石
川
ス
ケ
ー
ト
大
会 

を
開
催 

東
京
い
わ
き
石
川
会 

情
報
交
換
懇
談
会 

　
２
月
１３
日
、母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
内
石

川
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、第
２３
回
石
川
ス
ケ
ー
ト

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
一
般
の
部
や
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
部
に
幼
児

か
ら
成
人
ま
で
６９
人
が
出
場
し
ま
し
た
。 

　
ス
ケ
ー
ト
を
始
め
た
ば
か
り
の
子
供
た
ち
も

多
く
出
場
し
、上
級
者
の
ス
ピ
ー
ド
や
コ
ー
ナ

ー
を
か
け
ぬ
け
る
技
に
驚
き
と
尊
敬
の
歓
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。 

　
競
技
役
員
、応
援
の
父
兄
た
ち
も
、保
護
者

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ト
ン
汁
の
振
る
舞
い
に

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。 

　
２
月
２６
日
、東
京
都
明
治
座
へ
向
け
第
１７
回

石
川
町
民
号
が
出
発
し
ま
し
た
。 

　
町
民
号
は
、水
郡
線
の
利
用
向
上
と
町
民
の

親
睦
交
流
を
図
る
た
め
行
わ
れ
て
お
り
、今
回

で
１７
回
目
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
日
は
、川
中
美

幸
特
別
講
演
観
劇
の
旅
に
１
６
０
人
が
参
加
。
朝

５
時
に
Ｊ
Ｒ
磐
城
石
川
駅
を
出
発
、特
別
列
車
で

Ｊ
Ｒ
上
野
駅
を
経
由
し
明
治
座
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

　
往
復
の
車
両
の
中
で
は
、石
川
ま
さ
る
さ
ん
田

口
清
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
一
日
を
満
喫

し
ま
し
た
。 

　
２
月
２０
日
、東
京
都
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
東
京
い

わ
き
石
川
会（
川
島
信
治
会
長
）と
石
川
町
と
の
情

報
交
換
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
東
京
い
わ
き
石
川
会
が
新
執
行
体
制
に
な
り
初

め
て
の
情
報
交
換
懇
談
会
に
は
川
島
会
長
を
は

じ
め
理
事
の
皆
さ
ん
１６
人
が
参
加
。
町
か
ら
は

西
牧
町
長
、酒
井
議
長
を
始
め
１０
人
が
参
加
し
、

首
都
圏
と
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
提

案
や
、町
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
提
言
な
ど
を

戴
き
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、今
後
も
ふ
る
さ
と
石
川
町
発

展
の
た
め
に
有
意
義
な
情
報
提
供
を
続
け
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

か ど 探 険 隊 
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そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
け 

高
校
卒
業
式 

手
づ
く
り
の 

ひ
な
祭
り
を
楽
し
む 

　
３
月
１
日
、学
法
石
川
高
校
と
県
立
石
川

高
校
で
、卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
度
、町
内
高
校
を
卒
業
す
る
生
徒
４
６

５
人
が
新
た
な
気
持
ち
で
学
び
舎
を
あ
と
に
し

ま
し
た
。 

　
県
立
石
川
高
校
（
菱
沼
孝
校
長
）で
は
、卒
業

生
１
２
７
人
が
一
人
ひ
と
り
呼
名
さ
れ
ク
ラ
ス
代

表
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
厳
粛
な
中
に
も
、生
徒
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
出
や
感
謝
の
心
が
あ
ふ
れ
、感
動
の
涙
を
流
す

場
面
も
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
夢
に
向
け
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
３
月
３
日
、第
二
保
育
所
で
３
月
生
ま
れ
の
誕

生
会
と
併
せ
て
ひ
な
祭
り
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
の
た
め
に
、子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、先

生
が
協
力
し
て
つ
く
っ
た
手
作
り
の
ひ
な
人
形
を

か
ざ
り
、歌
を
唄
っ
た
り
、先
生
の
人
形
劇
や
手
品

を
見
た
り
、途
中
で
誕
生
日
の
子
ど
も
た
ち
４
人

が
お
内
裏
様
と
、お
雛
様
の
衣
装
で
登
場
す
る
と
、

み
ん
な
「
き
れ
い
」
や
「
自
分
も
着
て
み
た
い
」

と
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
は
手
作
り
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ひ

な
祭
り
会
に
、暖
か
く
楽
し
い
時
間
を
す
ご

し
ま
し
た
。 

街 
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4月 ●April
老人福祉センター

町民グラウンド
中島病院

保健センター

保健センター
勤労青少年ホーム

クリスタルパーク石川
町民グラウンド

中島病院

保健センター
老人福祉センター
保健センター

ひらた中央病院

心配ごと相談（１０：００～）

消防団春季検閲式
在宅当番医

すくすく教室（９：３０～）

三種混合（１２：３０～）
ねんきん相談（郡山社会保
険事務所）（１０：００～）

早朝ウォーキング（６：３０～）
高校春季選抜ソフトボール
大会県南地区予選（～２４日）
在宅当番医

１歳児健診（９：３０～）
心配ごと相談（１０：００～）
３歳児健診（１３：００～）
みどりの日
在宅当番医

�
�
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�

�

15
16
17

18
19
20
21

22
23

24
25
26
27

28
29

30

5月 ●May
中島病院

町民グラウンド外

ひらた中央病院

ひらた中央病院
町民グラウンド

ひらた中央病院
保健センター
保健センター
老人福祉センター

あつうみ内科医院
保健センター
保健センター

保健センター
保健センター

中央公民館

あさひ公園
中島病院

在宅当番医

中体連春季大会
憲法記念日
在宅当番医
法定休日
在宅当番医
少年野球教室
こどもの日
在宅当番医
ひまわり教室（９：３０～）
２歳児教室（９：３０～）
心配ごと相談（１０：００～）

母の日
在宅当番医
１歳児健診（９：３０～）
すくすく教室（９：３０～）

３～４ヶ月児健診（１３：００～）
ＢＣＧ（１３：００～）

サタデーひろば・サタデー
イングリッシュ開講式
早朝ウォーキング（６：３０～）
在宅当番医

�
�
�

�

�

�

�
�

�
�
�
�

�
�

�

1
2
3

4

5

6

7
8

9
10
11
12

13
14

15

石 川 町 4 ～ 5 月 の 主 な 予 定
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職
業
▽
３
月
ま
で
山
形
保
育
所
に
勤
務

し
て
い
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
、
し
ば

ら
く
休
養
し
な
が
ら
や
り
た
い
仕
事
を

探
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
ア
ン
パ
ン
マ

ン
集
め
で
す
。

将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
夢

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

自
分
の
子
供
は
自
分
で
子
育
て

し
た
い
と
思
う
の
で
、
専
業
主

婦
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
２
人
授
か
り
、
孫
が

５
人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を

５０

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
４
月
に
結

２９

婚
。
葉
タ
バ
コ
、
水
稲
、
和
牛

の
農
家
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
昭
和

　

年
頃
ま
で
は
、
か
や
ぶ
き
屋
根
を
葺

４０く
職
人
だ
っ
た
の
で
夏
場
は
農
作
業
小

屋
、
冬
場
に
は
住
宅
の
屋
根
を
手
が
け

る
た
め
、
須
賀
川
や
白
河
方
面
ま
で
泊

り
込
み
で
作
業
に
出
か
け
、
妻
に
も
苦

労
を
か
け
ま
し
た
。
現
在
は
夫
婦
で
温

泉
な
ど
に
行
っ
た
り
の
ん
び
り
と
過
ご

し
て
い
ま
す
。

住所／母畑字牛沼

滝口　忠一さん (７５歳 )
ミンさん (７１歳 )

��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�

��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�

��������������
��������������
��������������

�
�
�

双里字谷津

相楽　春海さん
（２３歳）

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す

かみ
ん
な
が
気
軽
に
使
え
る
施
設

が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

（
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
広
い
公
園
な

ど
）

最
後
に
理
想
の
タ
イ
プ
は

や
さ
し
く
て
、
一
緒
に
い
て
楽

し
い
人
。
お
互
い
の
意
見
を
尊

重
で
き
る
人
。

次
回
は
、
相
楽
さ
ん
の
紹
介
で

岩
谷　

隆
行
さ
ん
で
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

忠
一
さ
ん　

庭
木
づ
く
り
と
釣

り
で
す
。

ミ
ン
さ
ん　

野
菜
の
栽
培
で
す

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ

を
教
え
て
く
だ
さ
い

母
畑
の
レ
ー
ク
サ
イ
ド
に
整
備

さ
れ
て
い
る
遊
歩
道
は
、
ア
ジ

サ
イ
や
ツ
ツ
ジ
な
ど
四
季
折
々
の
景
色

や
花
を
見
な
が
ら
散
歩
が
で
き
る
美
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
に
関
連
し

て
、
石
川
Ｉ
Ｃ
（
牛
沼
地
内
予

定
）
か
ら
堀
の
内
を
経
由
し
藤
扱
沢
に

抜
け
る
町
道
２
１
３
号
線
の
整
備
を
お

願
い
し
た
い
で
す
。

遠藤　 鴻 太   ちゃん
こう た

平成１５年７月２９日生まれ

中島　茜   ちゃん
あかね

平成１４年９月２１日生まれ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
��

（
古
舘
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

（
沢
井
字
竹
柄
）
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しゅう だん 
●サークル紹介コーナー● 第1回 

まれば かい

あつ あたた 

◆あなたの故郷はどんな所ですか
　石川県のほぼ中央、能登半島の付け根に
位置する人口約１万６千人、石川県宝達志
水町です。美しい日本海に面し、全国でも
珍しい砂浜を約８�にわたりドライブでき
る「なぎさドライブウェイ」は観光名所と
して多くの人が訪れます。
　実家から海が近かったので夏休みなど
は毎日歩いて遊びにいきました。夕方にな
ると日本海に沈む夕焼けがとても美しか
ったことを思い出します。
◆いつ、石川町に来ましたか
　平成１２年に来ました。
◆石川町の印象は
　昨年から秋祭りに参加しましたが、各町
の伝統や結束力をつよく感じました。また、
皆さん、面倒見がよくあたたかい人ばかり
で、すぐに打ち解けることが出来ました。
◆町政に望むことは何ですか
　住環境の整備と子どもたちを安心して
育てられる環境整備です。

下泉下泉

松下 亮介松下　亮介さんさん

石
川
県
羽
咋
郡
宝
達
志
水
町 

た
ち
は
、　

代
か
ら　

代
の
元

５０

８０

気
な
み
ん
な
が
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、
プ
ー
ル
で
水

の
抵
抗
を
使
っ
た
体
操
や
ゲ
ー
ム
形
式

の
運
動
で
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
楽
し
み

な
が
ら
健
康
増
進
を
は
か
っ
て
い
る
サ

ー
ク
ル
で
す
。

　

会
長
の
小
川
さ
ん
は　

歳
、
水
中
セ

８６

ラ
ピ
ー
を
は
じ
め
て
か
ら
風
邪
で
寝
込

ん
だ
こ
と
も
な
く
、
と
て
も
元
気
で
す
。

は
じ
め
は
杖
を
つ
い
て
き
た
会
員
の
方

も
、
今
で
は
し
っ
か
り
と
し
た
足
取
り

で
元
気
に
通
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

水
中
セ
ラ
ピ
ー
は
初
め
て
の
方
で
も

出
来
る
簡
単
な
運
動
で
す
。

�
毎
週
木
曜
日　

午
後
１
時
半
〜
２
時

　

半
�
石
川
町
屋
内
温
水
プ
ー
ル

�
会
費
１
回
５
０
０
円
程
度

�
中
高
年
の
た
め
の
体
力
維
持
増
進
運

　

動

�
生
活
習
慣
病
や
膝
痛
・
腰
痛
の
予
防

水
中
な
の
で
誰
で
も
無
理
な
く
参
加
出

来
ま
す
。

�
連
絡
先　

会
長　

小
川
ミ
ツ
エ

�
電　

話　

２
６
―
５
３
１
８

募 集 案 内 
みんなの広場では各コーナ
ーに登場していただける方
を募集しています。お気軽
にご連絡ください。 
　総務課広報広聴係 

126－2112　 

水中セラピー

�
楽
し
い
ゲ
ー
ム
感
覚
で

�
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
で

　

だ
れ
で
も
簡
単
に
！

私
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石
川
町
史
全
８
巻
（
１
巻
は
別
巻
で
発
行
済
）

の
２
巻
目
、
本
巻
で
は
最
初
の
巻
を
発
行
し
ま

す
。
内
容
、・
装
丁
と
も
に
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で

す
。
本
書
の
特
徴
は
専
門
家
と
地
元
研
究
者
二

五
名
よ
る
執
筆
と
、
話
者
あ
る
い
は
資
料
提
供

者
と
し
て
た
く
さ
ん
の
町
民
、
町
出
身
者
の
協

力
が
あ
り
「
町
民
参
加
の
町
史
編
纂
」
を
実
現

し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
市

町
村
史
と
し
て
希
有
な
こ
と
で
す
。
Ｂ
５
版
六

三
〇
�
、
定
価
三
〇
〇
〇
円
。
町
内
の
書
店
で

お
求
め
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
先
・
町
史

編
纂
室
（
�　

・
９
１
３
８
）。
全
巻
予
約
も
受

２６

け
付
け
て
い
ま
す
。
つ
ぎ
に
本
書
の
章
と
執
筆

者
（
敬
称
略
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

文
化
（
監
修
・
小
林
清
治
福
島
大
学
名
誉
教

授
）
第
１
章
学
術
・
思
想
・
文
芸
 
山
田
英
明

（
県
歴
史
資
料
館
）・
西
牧
歌
子
（
新
町
）
他　

第
２
章
美
術
・
工
芸
・
建
築
 
堀
宣
雄
（
県
立

美
術
館
）・
故
鈴
木
寛
（
板
橋
）・
高
橋
信
一
（
県

文
化
振
興
事
業
団
）・
若
林
繁
（
県
立
博
物
館
）・

我
妻
正
一
（
浅
川
）・
草
野
和
夫
（
東
北
工
業
大

名
誉
教
授
）・
高
橋
恒
夫
（
東
北
工
業
大
教
授
）

　

第
３
章
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
と
報
道
 
務

川
裕
子
（
新
町
）・
安
藤
敬
男
（
立
ヶ
岡
）・
佐

川
保
博
（
双
里
）・
曽
根
文
彦
（
下
泉
）・
曲
山

恭
彦
（
下
泉
）・
加
藤
健
（
南
町
）　

第
４
章
教

育
 
有
賀
�
（
形
見
）・
前
田
三
男
（
屋
敷
入
）・

近
内
長
重
（
中
野
）
他　

第
５
章
宗
教
 
若
松

富
士
雄
（
元
田
村
高
校
教
諭
）　

第
６
章
文
化

財
・
史
跡
・
天
然
記
念
物
 
阿
部
武
（
中
野
）・

橋
本
悦
雄
（
日
本
地
学
会
会
員
）

　

旧
町
村
史
（
監
修
・
安
在
邦
夫
早
稲
田
大
教

授
）　

序
章
旧
一
町
５
ヶ
村
の
成
立
と
そ
の
時

代
 
有
賀
�
他　

第
１
章
石
川
町
 
小
針
良
文

（
双
里
）
前
田
成
規
（
沢
井
）
他　

第
２
章
沢

田
村
 
前
田
邦
輝
（
沢
井
）・
三
森
和
典
（
沢
井
）・

吉
田
利
昭
（
沢
井
）　

第
３
章
野
木
沢
村
 
鈴
木

吉
重
（
中
野
）　

第
４
章
母
畑
村
 
佐
原
崇
彦

（
前
母
畑
小
教
諭
）　

第
５
章
中
谷
村
 
有
賀

�　

第
６
章
山
橋
村
 
渡
辺
実
（
北
山
形
）
付

章
公
共
機
関
・
旧
公
共
機
関
の
沿
革
 
遠
藤
正

（
当
町
）

お
待
た
せ
し
ま
し
た

石
川
町
史
第
６
巻『
文
化
・
旧
町
村
史
』今
月
発
刊

編
纂
室
だ
よ
り 

92
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石
川
町
中
央
公
民
館
事
業
「
ぼ
く
も
わ
た

し
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
で
は
、
２
月　

日
２６

（
土
）中
央
公
民
館
で
町
内
の
小
学
生　

人
が

１４

参
加
し
、
紙
飛
行
機
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
工
夫
し
な
が
ら

思
い
思
い
の
飛
行
機
を
い
く
つ
か
作
成
し
、

出
来
上
が
っ
た
飛
行
機
を
体
育
館
で
早
速
飛

ば
し
て
み
ま
し
た
。
真
下
に
落
下
し
て
し
ま

う
も
の
や
真
横
に
飛
ん
で
し
ま
う
も
の
な
ど

あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
は
調
整
を
加
え

な
が
ら
納
得
の
い
く
も
の
を
作
り
上
げ
ま
し

た
。

　

最
後
に
全
員
で
、
飛
行
距
離
を
競
う
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
中
に
は　

メ
ー
ト
ル
以
上

２０

飛
ぶ
も
の
も
あ
り
、
大
会
は
と
て
も
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

「紙飛行機作りに挑戦」

▲どこまでも飛んでいけ！

第1回保健
センターだより保健
センターだより保健
センターだより

　県の教育委員会が中学生の子どもを持つ保護者
に「１５歳になる前に」というパンフレットを配布
しました。ごらんになりましたか。
　親の思春期の頃とは、ずいぶん違っていること
だと思います。まして、今の現状はおじいちゃん
やおばあちゃんの時代では考えられないことばか
りだと思います。福島県の高校生の性の現状が載
せられています。思春期のわが子と向き合うため
に、多くのヒントがありますので、家庭でいろん
なことを話す機会にして欲しいと思います。
　この本にも載っているのですが、やはり「家庭
は教育の原点…」といわれ、それは親も何度とな
く聞き、心に刻んでいることですね。乳幼児の頃
のしつけや愛情深く子育てしてきたことが思春期
に出てきます。親のやさしさと厳しさを兼ね備え
た、豊な愛情によって身も心もともに成長してゆ
くわけですが…。
　家庭の中での性教育は、両親が妻として夫とし
て、相手を大切に思い支えあう姿を見て、子ども
は学びます。思春期以降、親のメッセージは「言
葉」では伝わりにくく、伝わるのは、親の「態度」
であり、「姿勢」なのです。みなさまのご家庭では
いかがですか。ぜひ、話題にしてみてください。

��������	
������
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納期
今月の

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

岸浪　　正（大字新屋敷）・深谷美由紀（須賀川市）
小平　　忍（屋敷入）・佐川美知子（東　村）
溝井　吉一（猫　啼）・渡部　睦美（東京都）
水野谷　悟（沢　井）・鈴木真理子（玉川村）

こんにちは
赤ちゃん

カ ップル誕生

お くやみ

（平成１７年２月１日～２月２８日まで届出分　敬称略）

住 所保 護 者氏 名

円谷　 映月  （隼　人・　香　） 中　野
えるな

瀬谷　 陸  空  （保　洋・美　穂） 湯郷渡
り く

小松　 珠  依  （浩　二・順　子） 南山形
しゅ い

郷　　 政  時  （直　明・真　弓） 大字新屋敷
まさ とき

吉田　 拳  斗  （　実　・香　織） 中　野
けん と

永沼　 綾  香  （政　雄・美　紀） 湯郷渡
あや か

渡邊　 冬  衣  （靖　夫・恵美子） 北　山
ふゆ え

遠藤　 万  朋  （正　志・俊　江） 王子平
ま ほ

住 所　 氏　 名　

 小　湊　常　勝 山　形
 鈴　木　正　夫 母　畑
 飯　島　定　吉 塩　沢
 岡　本　ヨシノ 湯郷渡
 小　針　正　二 北　町
 矢　吹　康　昌 曲　木
 近　内　セ　ン 中　野
 矢　吹　マ　サ 中　田
 郷　　　良　子 大字新屋敷
 佐　川　トミ子 沢　井
 二　瓶　由　光 中　野
 添　田　チヨノ 北山形
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国保の届け出  

持参するものこんなとき

転出証明書・印かん他の市区町村から転入してきたとき

加
入
す
る
と
き

健保の離脱証明書・印かん健康保険などを脱退したとき

保険証・母子健康手帳・印かん子どもが生まれたとき

保護廃止決定通知書・印かん生活保護を受けなくなったとき

外国人登録証明書外国籍の人が加入するとき

保険証・印かん他の市町村へ転出するとき

脱
退
す
る
と
き

国保と健保の保険証・印かん健康保険などに加入したとき

保険証・死亡を証明するもの・
印かん死亡したとき

保険証・保護開始決定通知書・
印かん生活保護を受けるようになったとき

保険証・外国人登録証明書外国籍の人が脱退するとき

年金証書・保険証・印かん退職者医療制度に該当したとき

そ
の
他

保険証・印かん住所・世帯主・氏名などが変わったとき

使えなくなった保険証・身分を
証明するもの・印かん

保険証をなくしたり、破損して使えなくな
ったとき

保険証・在学証明書・印かん修学のため、子どもが他の市町村に住むとき

保険証・印かん長期出張などで別個の保険証が必要なとき

　国保に加入・脱退するときは、世帯主が届け出をしなけれ
ばなりません。また、届け出なければ受けられない給付もあ
ります。
　下表のようなときは、必ず１４日以内に国保の担当窓口に届
け出をしましょう。

◆加入の届け出が遅れると…
　国保に加入しなければならないのに、届け出が遅れると、
保険税をさかのぼって納めることになります。また、保険証
がないため、その間の医療費は全額自己負担となります。

◆脱退の届け出が遅れると…
　国保の資格がなくなったのに、脱退の届け出が遅れると、
ついうっかり国保の保険証を使って診療を受けてしまうこと
があります。この場合は、国保が負担した医療費を、あとで
返さなければなりません。

◆外国籍の人も加入
　外国人登録を行っていて、日本に１年以上滞在する人も、
国保に加入しなければなりません。ただし、職場の健康保険
に加入している人などは除きます。



表紙の写真 

ふるさとの花だより 

小さな美術館 ●第217回  
　野木沢小学校 

施設の紹介  
　野木沢小学校は新入生35人を迎え、全校生147人が仲良く元気いっぱい学校生活のスタートを
切りました。4月・5月は学校前の「希望ヶ丘」がたくさんの桜やつつじに彩られ、私たちは毎日美し
い景色に囲まれてのびのびと学校生活を送っています。 

編集後記 
　妻を介護する夫。動けない、話
せない妻がいつも手をあわせて
ありがとうをする。そんな妻を見
て夫は、「そんなことしないでくれ。
君はもっと長い年月たくさん僕の
世話をしてくれたじゃないか。」 
　福祉の時代になりました。社会
環境の変化で家庭での介護が難
しくなって来ています。 
　もう一度「ありがとう」の意味
を考え直してみたいと思っていま
す。　　　　　　　　（吉田知克） 

　丘陵地から山地にかけて、崩壊地や林道の
法面などの土壌がまだ安定していないところ
に植生。白い花と丸い葉が特徴で、花弁は幅
広ですが、中には細めのものもあり、色はとき
に薄紅色をおびたものもある。 

（写真提供／関根政信さん） 

　沢田児童館に通う野内貴司さん（左）健裕さん（右）
祖父の正則さん（左）祖母の良子さん（右）です。 

表紙の 登場人物 

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

マルバスミレ（スミレ科） 

【左上段】３月３日行われた第２保育所のひな
祭りの様子です。 
【右下段】３月１１日行われた中学校卒業式の
風景です。 

町の人口 

18,943人（－30） 

（  ）内前月比 

●3月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,245人（－21） 
9,698人（－  9） 
5,572戸（－  4） 

柄沢　優典さん（11歳） 
ゆうすけ 

　月の光に照らされた小屋の中
にいるゴーシュと三毛ねこをか
きました。三毛ねこに命令され
て顔を真っ赤にしてセロを弾く
はりつめたふん囲気が表れるよ
うに工夫しました。 

鈴木　絢音さん（7歳） 
あやね 

　学校でかっているインコのえ
です。はねのいろがとってもきれ
いで、かわいいインコです。おと
もだちといっしょに見ているとこ
ろをかきました。 

セロひきのゴ
ーシュ～月の夜 かわいいイ

ンコだよ
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